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・　　　　i會員よりのアこよりi

　　　　　　　　　　　遷i北窯部蓮僖
☆“天女資料展”

　打合會と準備一婚期の迫る（昭和17年）三月18日夜，遊信部に於て役員會を．

開き，出陳すべき贅料に付て槍討し，各自の仕事を分措する．

　経費の黒占を考慮して特殊技術を要する物を除いては皆，會員自身の能力に訴

へて作成し，新讐制に自臆した協力は涙ぐまいρ．O．　A．　A．山本博士及び東京

の『汕博士から望外と其他の提供には衷心よりの謝意を表したい．

　三月25日からは倉場である総督府博物館に引移り，』陳列品の整備に夜中まで

績ける．窪川特長を始めとして，諸役員が汗だくに勤螢奉仕する姿は麗はしき

星の世界を層、はせ、る．

　幕を開く一一豪薄最初の試みとして各：方面から多大の期待を掛けられた“天

文資料展覧會”はi毫湾総督府博物館並に墓海日日新報肚の後援で三月28日，堂

々と，その賑やかな蓋を明けた．一般公開に先立ち，11時，各界の名士に披露

し，主なる平鞘者は藤村毫北市長，増田亭唐電力杜長，白鳥掌大敦授，皇民奉

公會，州，市會議員，其他賢聖者等多歎で，一同は窪川年長の案内で出場を一

時間に亘って丹念に参禅した．輝いて押寄せる熱心な市民には係員も慮接の暇

が無く感激してしまふ．可愛い瞳，驚異の瞳，零れの瞳，愼重な瞳は，幅物申の

槌を占める早大な歴史室を埋める陳列品に注がれ，地上（？）では聞く事の出來

ぬ言葉を我々は度々耳にした．天界の男望を一室に集め，思はぬ好評を持し，

叉，指導者としての幾多の貴：重な経験を修めて，四月5日滞りなく幕を閉ぢた．

同夜，窪川倉長が江山櫻での招宴に吉村，堀川，細谷，華分，僧衣諸氏及び小

生は出席し，墓i轡に於ける我々の天文的劃策を談笑レ，蓮日の緊張した細分を

吹き飛ばす。

☆春の星を観る曾

　“天文資料展”の中間催しとして，來観者の熱望に鷹へ，四月2日晴夜を利し

て新公園廣場に10糎と7糎牟の屈折繁道儀を据付け，見得る遊星を始め各天艦を

一般に公開した．吉村氏の“春の星座”解読もあり，歎百名の観覧者の殺到に

夜の更くるを忘れた．

☆天文講演禽
　同じく展覧會開催中の四月3日14時から博物甜2階西門で窪川愈長の“戦璽と

天文”と題す．る興味深い貴重な天：文爵演があり，多数の來親者に如何に天：交の

分野が廣いかを教へ，深い感銘を與へて盛愈裡に15時20分叡會した．（察離断誌）


